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〈要 約 〉

本研究 は,音 声言語 によ る 「相手や 目的に応 じて適切 に 自己を表現す る力」の育成

を 目指 し,「 基礎基本 の徹底 」 と 「個性 の伸長」の側面か ら学習指導の在 り方を追求

した もので ある。

各分科会で は,学 年 の発達段 階 に応 じて様 々な表現 力育成の場面を設定 し,調 査研

究 ・授業研究 によ りそれぞれの課題 にっいて実践,考 察 した。
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1共 通研究主題 相手や 目的に応 じて適切 に自己を表現する力を育てる学習指導

1.共 通 研究主題設定の理 由

これか らの社会 にお いて 児童が心豊 かにた くま しく生 きて い くためには,相 手の思 いや

考 えを正確 に理解す ると ともに,そ れぞれが 自己のよさや可能性 を発揮 して 自分の思 いや

考 えを適切 に表現す るこ とが大切で あ る。

児童 は,毎 日の生活の 中で様 々な方法 を用 いて 自己を表現 しよ うとして いる。 さ らに言

語 を用 いて適切 に表現す る能力が育成 されれば,こ れ まで以上 に表現す る喜 びを味わ い豊

かにた くま しく生 きるこ とがで きる もの と思われ る。

そ こで国語 科 にお いて は,児 童が 自 ら学ぶ意欲 を もち,思 考力 や判断力 を働かせ なが ら

相手 や 目的 に応 じて適切 に自己を表現 す るための学習指導 の在 り方 を究明す る ことが重要

であ ると考え,上 記の研究主題 を設 定 した。

なお,本 研究で は,上 記 の理 由か ら特 に音声言語 によ る表現力 育成 を取 り上 げ,話 す ・

話 し合 う ・音読 ・朗読 な どにかかわ る指導法 にっいて研究 を進 め ることに した。

2.共 通研究主題 に対す る基本的な考え方

共通研究主題 を 「基 礎基本の徹底」 と 「個性 の伸長」 とい う側 面か らとらえ,そ れぞれ

か ら求め られ る 「表現 の適切 さ」について明 らかに したい と考えた。 そ こで,本 主題 を以

下の二つの観点か ら分 析 し,学 習指 導の改善 を 目指 す ことに した。

(1)相 手や 目的 に応 じて適 切 に表現 す る。

「相手や 目的に応 じて適切 に表現す る」 とは相手や 目的を意識 して分か りやす く表現

す るとい うことであ る。そ こで は児童の発達段 階を踏まえ,系 統性 を考慮 した学 習指導

を行 う必要が あ る。 そ こで,「 相手や 目的 に応 じて適切 に表現 しよ うとす る態度 ・技能 」

「育て たい思考力 」の系統を明 らか に して学習指導を展開 しよ うと考えた。 また,相 手

や 目的 に応 じて適切 に表現す る学習 は,そ れを児童の生活 と関連 させ ることが重要であ

る。生活 に役立 っ ことを実感す ることによって相手や 目的 に応 じて表現す ることの必要

感や有用性が生 まれ,児 童の主体的 な学習活動が期待で きると考えたか らであ る。

(2)適 切 に自己を表現 す る。

「適切 に自己を表 現す る」 とは伝え たい思いや考えを 自分な りに工夫 して分か りやす

く表現す る とい うことであ る。そのため には,表 現す る場面を設定す る際 に,そ れぞれ

の児童の実態 を基 に 「相手 ・目的」 「学習活動」 「学習形態」 に配慮 した学習指導を構

想す る必要が あ る。 また言葉 によって 自分の思いや考えを豊か に し,そ れを表現す るた

あ には,ま ず,読 む こと ・読み返す こと ・聞 くこと ・聞 き返す こ となどの理解活動を繰

り返す こ とによ り,内 言活動を活発 にす ることが大切で ある。 この ことによって,そ の

表現が,単 なる思 いっ きの表現で はな く,思 考力や判断力を駆使 した効果的 な表現 に高

め られ る もの と考 え る。そ こで学 習指導で は表現す るまでの過程 につ いて も重視す るこ

とに した。
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3.研 究の全体構造

〈新 しい教育課程〉
・心豊かな人間の育成

・基礎基本の重視 と

個性教育の推進
・自己教育力の育成

・文化伝統の尊重 と

国際理解の推進

目 指 す 児 童 像

○表現する喜びを味わい,生 活や人間関係を豊かにする児童

○適切な表現力を身に付け,社 会の変化に対応で きる児童

○ 自分のよさや可能性を発揮 して,個 性豊かに表現する児童

・児童の実態

児童の願 い

・社会の要請

・音声言語教

育の充実

共 通 研 究 主 題

相手や目的に応 じて適切に自己を表現する力を育て る学習指導

分科会 分 科 会 研 究 主 題

低
●

中
学

年

1 相手を明確に して,自 分の思いや考えを個性豊かに表現する学習活動

∬ 一人一人が意欲を もって聞き,自 分の言葉で表現す る学習活動

皿 相手や 目的を意識 して表現する音読学習

高

学
年

1 自分の考えを確かにするための話 し合い活動一説明的文章を手がか りに して一

H 自分の考えを広げ,深 め ることので きる話 し合 い活動

i児童藻音欝言語 羅よる表i現勇・懲顯 ξ繊 難 自直窒観i獲目擢 護熊1ら…薩愛援ど錘 緬"

7

基

礎
基

本
の

徹

底

個

性
の

伸

長

① 相手や目的に応 じて適切に表現す るための指導の系統化

態 度 ・ 技 能 思 考 力

② 適切 に自己を表現するための場面の設定と活動の工夫

相手 ・目的 学 習 活 動 学 習 形 態

③ 思考力や判断力等を育てる音声言語教材の工夫 と開発

興味 ・関心を喚起する教材i個 性を発揮させる教材

言語環境の整備 ・表現を認め合える学級の経営

音 声言 語 に よ る表 現 力育 成 に 資す る授 業 の 改 善
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皿 研究 の内容

1.相 手 や 目的に応 じて適切 に表現 しようとす る態度 ・技能 の系統

児童の音声言語能 力を向上 させ るためには,そ の系統性 をよ く理解 した うえで,指 導のね ら

いをは っきりさせて指 導す る ことが大切で ある。 そこで,児 童 の実態 と学 習指 導要領に示 され

た各学年 の 目標 に基づ きなが ら,「 相手 や目的 に応 じて適切 に話 す こと」の系 統 について以 下

の観点 か ら整理 した。 ここで は,相 手 の話 を主体的 に聞 き取 る態 度 と,自 分 の考えを まとめて

話す ために必要な論 理的 な思考力 を一体的 に育て る ことが重要 であ ると考えた。

相手 や 目的 に応 じて適切 に表現 しよ うとす る態度 ・技能 の系統(話 す こと)

学年

◎ 経 験 した こ とを順 序 よ く話 す 。

・相 手 の 顔 を見 な が ら話 す 。

・尋 ね られ た こ と に答 え る。

・相 手 の 顔 を 見 な が ら聞 く。

◎ 事 柄 の順 序 を 考 え,整 理 して 話 す 。

・相 手 に 向 か って は っき り と話 す 。

・相 手 の 話 の 内 容 とそれ な い よ うに話 す 。

・うな ず きな が ら最 後 まで 聞 く。

◎要点が分か るよ うに,区 切 りを考えて話す。

・相手 に分か るよ うに話す。

・相手の話を受 けて話題が それないよ うに話 す。

・分 か らな い と ころ は聞 き返 して正 確 に 聞 く。

◎ 中心点が分か るよ うに,筋 道 を立てて話す。

・相手 に正 し く伝わ るように工夫 して話す。

・必要 な ことを落 とさないよ うに話す。

・必 要 な こ とを 心 に留 め なが ら聞 く。

◎意図や根拠 を明 らか に しなが ら話す。

・相手 の反応 を確かめ なが ら話す。

・目的に合 わせて話す。

・話 し手 の考え方,感 じ方 などを理解 して聞 く。

◎ 目的や意図 に応 じて適切 に話す。

・相手の立場を考 えて話 す。

・目的 に応 じて効 果的に話 す。

製 魏 馨 醜 駿 雍 餓2い て・E分の

育てたい思考力

○経験を思 い出す力

○話題 に必要な事柄 を選ぶ力

○経験 した ことや事柄 を順序

づ ける力

○話題 を とらえ る力

.○ 内容の軽 重を考え る力

○分か りやす く伝え るため に

言葉を選ぶ力

○相手の考え との共通点や相

違点 に気付 く力

○話題 の中心 を とらえ る力

○事柄 の原因や根拠 を と らえ

る力

○ 事例を選びなが ら話の内容

を構成す る力

○場 面 に応 じて適切な言葉 を

選ぶ力

○効果を考え なが ら話 す力

○話 し手 の意図 を とらえ る力

[ニ コ は湘 手や目的に応 じて適切に話すために身に付けておきたい ・聞く態度・

※ 「相 手 や 目的 を意 識 して 表 現 す る音 読 ・朗 読 」の 系 統 は,14頁 に 示 して い る。
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2.各 分科会 の研 究

低 ・申学 年1分 科会 相手 を明確 に して,自 分 の思 いや考 えを個性豊か に表現す る学習活動

1研 究主 題設 定の理 由

低 ・中学年期の児童 は,話 す ことに楽 しさを感 じ,学 習 に も活気 を見せ るよ うになる反面,

話 す相手 が漠然 と して いた り,伝 え るべ き内容が 自分 に とって あま り興味 の もて ない もので あ

った りす ると,表 現意欲が損 なわれ,的 確 な表現が生 まれ に くくな ることが多 く見 られ る。 こ

う した状況を改善す るためには,(1)話 す相手 を明確 に した活動 を工夫 し,適 切 に表現で きるよ

うにす ること(2)伝 え るべ き内容 に興 味を もたせ,話 した くな る場 や状況 を設定す ること が

重要 であ り,そ のた めの指導法 について 明 らか にす る必要が あ る。

相手意識を明確 に もたせ ることは,話 す ことの基本 的な指導 であ る。 児童は,伝 えるべ き相

手が 自分 にとって どの よ うな関係 にあ るかを認識す ることによ り,言 葉の使 い方 や内容 を選択

しなが ら効果的で適切 な話 し方 を工 夫す るもの と思 われ る。

次 に,児 童が話す活動 に意 欲的に参 加で きるよ うな場 を設 定す ることが大切であ る。 その方

法 と して,児 童が共 感を寄 せ る文 学作品を教材 に取 り上 げ ることは,ど の児童に も 「好 きな物

語 に対す る思 いや感 動を語 るjと い う共通の 目的を持たせやす いため,自 信を もって表現活動

を展開す る もの と思 われ る。 また,物 語の登場 人物 にな りきって十分に 自分の思いを語 らせ る

ことは,児 童 の表現 意欲を一層喚起 し,個 性豊かな表現を引 き出す ことがで きるので はな いか

と考え,分 科会研究主題 を設定 した。

ll研 究 のね らい

(1)場 面 に応 じて適切 に話す ことがで きるよ うに,相 手 意識の もたせ方を工夫す る。

(2)自 分の思いが個性豊か に表現で きるよ うな教材を選定 し,そ の活用を工夫す る。

皿 研究 の内容

1.調 査研究

(1)対 象

(2)目 的

(3)方 法

(4)内 容

㈲ 結果

分科会構成 員の学校 の第2学 年,3学 年,4学 年 の児童189名,7月 実施

物語の登場人物 にな りきり,伝 えるべ き相手 を明確に して 自分の思いを表現す

る活動 に対す る児童 の意識 を とらえ る。

物語 「ヒキガエル とロバ」を読 み,同 じ場 面の同 じ人物 にっいての考えを様 々

な方法で 表現す る。

① 「ヒキガエル とロバ」の感想 を書 く。

② ヒキガエルや ロバにな りきって,気 持 ちを吹 き出 しに書 く。

③ 友達 と二人で ヒキガエル役 とロバ役 に分かれて,鉛 筆 リレーをす る。

④ 鉛筆 リレーでつ くりあげた作品を二人で読み合 う。

*① ～④ の中か ら楽 しか った活動を選ばせ る。

2～4学 年 までの どの学年で も,7～8割 の児童 が③④ の学習 が楽 しい,と 答

えて い る。つ まり,一 人で感想を書い た り吹 き出 しに書 いた りす る よりも,誰 か
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と協力 しなが ら考え た り書 いたり したことを登場人物 になったっ もりで音読す る

ほ うが楽 しく,意 欲 的に取 り組め る,と 自覚 して いるので ある。

(6)考 察 以 上の結果 よ り,ヒ キガエルで ある自分か らロバ役の友達へ思 いを伝え る とい

うように伝 える相手 がは っきり してい ると,表 現意欲が高 ま り,伝 え る内容に も

自分 らしさが 表れやす くな ることが分 か った。 さ らに,こ の調査か ら,以 下の2

点を学習指導構想 の視点 と して とらえ ることが で きた。

① 二人以上 の友達 と協力 しなが ら楽 しく学習 が進 め られ る活動を工夫す るとよ

いの ではないか。

② 魅 力的な人物が二人以上登場す る文学作品を教材 と して選ぶ と授業を組み立

て やす いので はないか。

2.学 習指導研究

〈実践 例1>

(1)目 的 上記①② の視 点 に基づ き学習指導 を行 うことで,児 童が個性 豊か に表現 す るた

あの指導法 について追求す る。

(2》 方法 すで にあ らす じや登場人物の心情 につ いて大体理解 してい る 「スイ ミー」を2

年生 の児童 に再度教材 として取 り上げ,登 場人物への イ ンタ ビューを行 う。

(3)学 習計 画の概要

単元 名

・1次

・2次

・3次

(4》

① 目 標

「ス イ ミー た ち に イ ン タ ビ ュー しよ う」(全4時 間)

どの 登 場 人 物 に な り き って 話 した い か考 え な が ら教 材 を読 む。 イ ン タ ビ ュア ー と

それ を受 け る 人 に 分 か れ て 話 す 内 容 を書 く。

イ ン タ ビ ュア ー と受 け る人 に分 か れ て イ ンタ ビュ ーを 行 う。 互 い に適 切 な表 現 や

個 性 的 な 表 現 を 認 め合 う。

イ ン タ ビュ ー の様 子 を ビデ オ に撮 り,鑑 賞 す る。(他 の クラ ス な ど に紹 介 す る。)

本 時の指 導(3/4時)

イ ン タ ビ ュ ア ーや 受 け る人(ス イ ミー な どの登 場 人 物)に な り き って 自分 の 言 葉 で話 す

こ とが で き る。

・ 友 達 の 発 表 を 聞 き合 い,よ い 表 現 を 見 つ け よ う とす る。

② 展 開

学 習 計 画 支 援 ☆ と評 価 ★

1.本 時の めあてを確かめ発表 メモを読 みなおす。

匝 の生き物 になってインタビー に答えよ引

2.グ ル ープ ご とに イ ン タ ビ ュ ーを す る。

3.友 達 の よ い発 表 を 見 っ け合 う。

4.次 時 の 計 画 を 立 て る。

☆発表 の意欲 を もたせ る。 友達 のよ

さを見つけなが ら聞 くように働 きか

1け る。

★相手を意識 して どの よ うに言葉 を

工夫 して話 したか。

★友達 の発表 のよ さを見っけ ること

がで きたか。
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(5)考 察

①の視点か ら…一イ ンタ ビュアー とそれに答 える側 にわかれ12～3人 の グル ープで活動 さ

せ た ことによ り,ど の児童 も自分 らしさを発揮 して意欲的 に学習で きた。

②の視点か ら一 スイ ミー とその仲 間たち,そ して彼 らの敵 としての大 きなま ぐろ。多彩 な

登場人物 によ って展 開 され る海 の物語 に児童 の心 は引 きっ け られ,聞 く方 も

答 え る方 も,十 分に活動を楽 しむ ことがで きた。 多様で個性豊か な表現 も見

られ,魅 力のあ る文学作品を教材 に活用す ることの有効性が とらえ られ た。

〈児童の発表 に見 られた個性的な表現の例 〉

私 は大 きな海 のイ ンタビュアーのの どかです。 ス イ ミー さんにお聞 き します。大 きなま ぐ

ろは こわ くなか ったですか。 くわ しく教えて くだ さい。⇒私 はス イ ミーです。 す ごくこわか

ったです。 みんなが助 か って いればな あと,た め息を15回 くらいっ きま した。

*2年 生 の段 階で は,児 童相互 によい表現を見つけ合 う活動 はまだ難 しい。 よい表現 に気付

かせ てい くための教師の支援の工夫が必要であ る。

〈実践例2>

(1)目 的

(2)方 法

名

次

元

1

㈹

単

・

「スイ ミー」の実践を踏 まえ,さ らに児童が多様で個性豊かな表現 を発揮す る

学 習活動の在 り方 を探 る。 また,相 互評価がで きるよ うな手立て も工夫す る。

副教材 と して は じあに鬼 を主人公 に した脚本で遊 ぶ ことによ り,表 現す る楽 し

さを十分 に味 わわせ鬼 につ いての関心を高 ある。次 に,主 教材 と して 「お にたの

ぼ うし」を取 り上 げ,お にた と女の子の二人 に視点を 当て なが ら心情を追 う。最

後 に発展 として,鬼 の登場 す る物語 を調 べ,鬼 とは何 なのか,自 分の考えを まと

めて発表す る。

学習計画の概要

・2次

・3次

鬼 につ いて 考 え よ う(全16時 間)

・ 「鬼 の住 む 里 」 の 劇 を 楽 しむ 。

・ お に た とか よ にな って 会 話 を 楽 しむ。

・ 「お に た の ぼ う し」 を 読 み ,お にた と女 の 子 な どの 登 場 人物 に 質 問 の 形 で初 発

の 感 想 を 書 く。

・ 女 の 子 の 様 子 や 気 持 ちの 分 か る文 や 言 葉 に サ イ ドラ イ ンを 引 き ,自 分 な りの 女

の 子 像 を ま とめ る。

・ 女 の 子 の 前 に お に たが 登 場 す るまで の 描 写 の 中か ら,お に たの 人 柄 や様 子 を 表

す 表 現 を探 し,お に た像 を ま とめ る。

・ 女 の 子 の会 話 や様 子 の 中 か ら,お に た とか か わ る と ころ を選 び 出 し,そ の とき

の お に た の気 持 ち を 考 え る。

・ 「お に だ って ,い ろ い ろ あ るの に,お に だ って ・ … 」 とつぶ や いて い る お

に た に イ ン タ ビ ュー を す る。

・鬼 の登 場 す る物 語 を読 み ,鬼 に っ い て 自分 の 考 え を ま とめ,発 表 し合 う。
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(4)本 時の指導(12/16時)

前時 までの学習 を振 り返 る。

本時のめ あて を確 かめ る。

イ ン タ ビ ュー と受 け答 え の 内容 を話 し合 う。

4.イ ン タ ビュー の 練 習 をす る。

5.お に た にイ ンタ ビュ ー を す る。

6.心 に 響 い た 言 葉 や,お に た に対 して 言 い た い こ

とを 発 表 す る。

次 時 の 予 告 を 聞 く。

支 援 ☆ と評 価 ★

☆女の子 とお にたの様 子や行動を思

い出すよ う助言す る。

☆おにたの気持 ちが女 の子 によ く分

かるよ うな質問を選 ぶよ うに助言す

る。

★互 いに個性豊 かな表現 を見 つけ ら

れたか。(評 価 カー ドの工夫)

(5)考 察

・ 主教 材 に入 る前 に鬼 の劇 を取 り上 げた ことによ り
,児 童 は鬼 にっいての興 味 ・関心を高め

ることがで き,あ る人物 にな りきって話 す解放感 を味 わえた。

・ い きな りイ ンタ ビューを始 めず に,聞 く側 に も答え る側 に も話 す材料 を メモや ノー トにま

とめ させた ことによ り,児 童 は安心 して学 習に参 加す ることがで き,ま た,自 分 ら しい表現

を しよ うとす る意欲を もっ ことがで きた。

・ 互いの よさに気付 くよ うな評価 カー ドの工夫 によ り
,友 達 の表現の中か ら,言 葉遣 いの工

夫や個性的 な表現 を発見 す ることがで きた。

・ 伝え る相手(聞 き手)を 女 の子 に した ことによ り,説 得力 のあ る話 し方 を しよ うと努力 し,

その結果,多 様で豊か な表現 が生 まれた。

IV研 究の成果 と今後 の課題

o登 場 人物 にな りき って話 す ことによ り,個 性豊 かな表現 が引 き出され るとともに,同 じ気

持 ちを表す場 合で もそれ ぞれに微妙 な言い方 の違 いがあ ることに気付 くよ うにな った。(多

様な表現の出現)

o伝 え る相手を明確 にす ることによ り,よ り具体 的で説得力 のあ る話 し方 を求 めて工夫 しよ

うとす る態度や技能が身 に付 いて きた。(話 す態 度や思考力 の向上)

o相 手を明確 に して,個 性豊 かに表現 す るたあの教材 と して,例 えば 「おにたのぼ う し」や

「ごん ぎっね」の よ うに,主 とな る人物 が2人 以上 登場 す ること,葛 藤場 面があ り,且 つ心

情が直接表現 されて いない作品が有効であ るこ とを とらえ ることがで きた。

oよ り一層個性豊か な表現 を引 き出すための学 習活動の工夫 と語 いを豊か にす るたあの 日常

学習の充実を図 る。

o児 童 にと って魅力的 な人物が 登場 す る文学作 品を見っけ出 し,話 す ことの教材 と して活用

す る。
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低 ・中学年ll分 科会 一人一人が意欲を もって聞 き,自 分 の言葉で表現 する学 習活動

1研 究主題設 定の理 由

音声言語 によ って互 いの考えを伝え合 い,相 互 に理解 し合 うための コ ミュニケー シ ョン能力

の育成が期 待 されてい る。 コ ミュニ ヶ一 ション能 力 とは,相 手 を尊 重 し合 いなが ら自分 の思 い

や考 えを適切 な言葉で分か りやす く伝達 してい く力であ る。 これ は,児 童が豊 かな人 間関係 を

築 き,自 らの人間性 を高 めるために も大切な ことであ る。知 的好 奇心や表現 意欲の高ま る低 ・

中学年期 に,生 活 や学習 に生 きて はた らくコ ミュニ ケー シ ョン能力の基礎 を育て ることが大切

であ ると考え る。

コ ミュニ ケー シ ョン能力の育成 に当た って必要な ことは,ま ず児童に聞 き手 と しての主体性

を確立 させ ることであ る。音声言語 は一過性の特 徴を有す る瞬間的な伝達手 段ではあ るが,そ

れが話 し言葉 と して表現 され るまで には,話 し手の中で様 々に思考がめ ぐらされ練 り上 げ られ

てし)る。 コ ミュニ ケー ションを成立 させるため には,こ う した話 し手の意図を理解 しなが ら聞

き,今 度 は自分が考え を構 築 して相手 に適切 に伝え る ことが大切で ある。相手の話を意欲を も

って聞 き,心 の 中で活発 な内言活動 を行 うことが,話 す意欲 に結 び付 き,自 分 らしい個性的な

表現 も生み 出す ことにな ると考え,分 科会研究主題 を設定 した。

皿 研究のね らい

国語科の指導 は もちろん,日 常の生 活場面 や他教科 ・領域の学習 との関連 を図 る ことも重視

して,以 下 の観点 か ら意 図的 ・計 画的な指導 を行 う。

(1)児 童の必 要感に基づ いた聞 くこと ・話す ことの場面 を設定す る とともに,そ れ に適 した教

材 を開発 し,こ れを取 り入れた年 間指導計画を作成す る。

(2>教 科書 にあ る音 声言語教材以外の教材について も分析 し,聞 くこと ・話す ことに適 した場

面 を意 図的に組 み入れた授業を設計す る。

(3)教 師の言葉や掲示物な どの言葉環境を整え るとともに,朝 の会や集会 などの 日常 的な場面

におけ る指導 につ いて も工夫す る。

皿 研究の内容

1.調 査研究

聞 くこと ・話す ことについての児童 の意識を調査 し,児 童 に とって コ ミュニ ケー ションが よ

りよ く展開で き る指導 の在 り方 について考察 した。結果の概要 は以下 の とお りで ある。

○ 国語が好 きと答 えた児童の中 にも,発 表す る ことに苦手意識 を もって いる児童 は多 い。 そ

の理 由 として は 「話す内容が持てない」 「話 し方が分 か らない」 「人前 で話 す ことが恥ず か

しい」な どがあげ られ る。

04年 生 にな ると,自 分の考え と他人の肇言 内容 を比 べて 聞 こうと してい る児童が増 え る。

調査結果 か ら,一 人一人の児童が安 心 して話 し,話 した ことを認 め合え る学級 経営を基盤 に

据 え る必要性 を痛感 した。 また,児 童に話 す ことへの 必要感を喚起 させ,児 童が相手意識を も

ちなが ら話 す内容を豊か に した り話 し方 を習得 した りす ることがで きる教材の開発が大切であ

る と考えた。 そ こで,コ ミュニ ケー ション能力を育て るため に 「思考力を育て る」 と 「話す必

要感を もつ場 の設定を工夫す る」の二っの視点を設定 した。
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2.コ ミュニケー シ ョン能力 を育 てるための視 点

〈視点1>思 考力を育て る

事例(1)「 電話で大切 な ことを落 とさず に伝えよ う」(第4学 年3時 間扱 い)

単元 の 目標 ○ 相手 に応 じて,用 件を正 しく分か りやす く伝え ることがで きる。

0大 切 な ことと補 足の部分 とを区別 しなが ら話す ことがで きる。

指導 の概要

時 学 習 活 動 主 な指導事項 ・留意点

1.電 話をか けた時の会話 をメモ して持 ち寄 ○ あ らか じめ取材す ること。

第 り,だ れ に何 を伝 え る電話 か紹介す る。 〇 二人組で再現 してみ る こと。

1 2.そ れ ぞ れ の 例 で,会 話 が う ま くい って い ○ 要件を明確 に伝え ること。相手 に

時 る と こ ろを 発 表 す る。 応 じて 話 す こ と。 声 の 大 き さや 速 さ,

マ ナ ーの 観 点 を 押 さえ る こ と。

3.教 材文(欠 席 の友達を見舞 い,明 日の予 ○ 必要 に応 じて大事な点 をメモ し,
第

2
定を知 らせ る設定)の 録音を聞 き,電 話を

かけ る時に気を付 ける点を考え る。

落 とさず分か りやす く伝 え ること。

時
4.教 材 文 を,役 割 分 担 して 練 習 す る。

5.よ く電 話 を 使 う場 面 を話 し合 い,練 習 す ○ 互 いに顔 が見えない工夫 をす る。

る 。 ○ 場面の設定例
第

3
6.グ ル ー プ(4人 組)を 組 み,模 擬 電 話 で

会話 の練 習 を す る。

・転校 した友達 に学芸会 の 日時,演

目を伝 え る。 ・いなかの祖父母
時

7,う ま くい った と ころ,工 夫 した い と ころ に帰省 の予定を知 らせ る。

を話 し合 う ○ 観点 を押 さえ相互評価 す ること。

※ 本事例 は,育 て たい思考力(中 学年)の 「事柄 の軽重 を考えなが ら話 す力」 「分か り

やす く伝え るため に言葉 を選ぶ 力」の育成 を主 なね らい と して実践 した。

事例②

① 「ごん ぎつね」

文学的教材の解釈 の分 かれ る点を とらえ,話 し合い によ り読みを深め る。

(第4学 年);「 ごん は い っ か らい た ず らを や め て しま った の だ ろ う。 」

A児 「私 は○ ペ ー ジの 死 ん だ のが 兵 十 の お っか あ だ と こん が 気 付 くと ころ だ と思 うよ。 」

B児 「確 か に それ は分 か る。 で も,ぼ くは,穴 に 帰 って 長 くっ ぶ や く と ころの 『ち ょ っ,

あ ん な い たず ら しな け り ゃよ か った 』 の と こ ろが,ご ん が 反 省 して い る気 持 ちが 出

て い る と思 い ま す。(反 論)

C児 「だ い た い賛 成 。 ち ょ っ と違 うの は,そ の 前 のrお っか あ は うな ぎが 食 べ た い と思 い

な が ら死 ん だん だ ろ う』 の 一 言 を 付 け 足 した ほ うが い い とい う こ とで す 。 そ の ほ う

が,ご ん の しま った と後悔 す る気 持 ちが 強 く出 る よ。 」(肯 定 的 反論)

D児 「な る ほ ど ね。 ち ょ っ と意 見 が 分 か れ た けれ ど,Aさ ん,言 い た い こ とあ る?」

② 「もち もちの 木 」(第3学 年)「 山 の 神 の お 祭 りを 見 た あ と,豆 太 は か わ った だ ろ うか。 」

③ 「三 年 と う げ 」(第3学 年)「 トリ トリの 話 を 聞 い て,お じい さ ん は元 気 に な った か 。 」

※ これ らの 事 例 は,育 て た い思 考 力(中 学 年)の 「相 手 の考 え との共 通 点 や 相違 点 に 気

付 く力 」の 育 成 を主 な ね らい と して 実 践 した 。
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<視 点2>話 す必 要感を もっ場の設定を工夫す る

事例(1)「 サイ コロ トー クを しよ う」(第4学 年3時 間扱 い)

単元 の 目標 ○ 対話 をす ることを通 して,相 手 と通 じ合 お うとする意欲 を もっ。

○ 話 題か ら外れ ない ように対話を続け ることが で きる。

〈指導 の概 要 〉

児童 が友達 と話 してみた い と思 って いる話題(「 も しも魔法 がっかえた ら」 「大人 にな った

ら何にな る」な ど)を 取 り上 げ,人 間関係 に配慮 しなが ら組 ませた4人 グループの中で対話す

る単 元であ る。サ イコロを振 って話題を選ぶ という即時性や楽 しさを もたせ るよ うに した。2

人が対話 役,他 の2人 が評価役 となる。評価役 は対話の続 いた回数を数えた り,対 話が途切 れ

た り話題 か ら外れ た りしそ うな時に援助 を した りす る。 この事例は,音 声言語指導の導入 時に

自分が相手の話を受 け止 めて返 さなけれ ば話が進行 しないとい う場を設定 し,対 話をスムース

に進あ る力の育成をね らった もので ある。

事例(2)朝 の会,帰 りの会 でのス ピーチ活動

① 「今 日の で き ご と」(第2,3学 年)… …2年 生 で は 「主 述 を は っ き り話 す 力 」,3年

生 で は 「は じあ ・なか ・お わ りを考 えて 話 す 力 」 の 育 成 を ね ら って 実践 した 。

② 「思 い 出の 写 真 」(第3学 年)… …写 真 とい う具 体 物 を 用 い,「 メモ を も と に要 点 を押

さえ,内 容 をふ く らま せ て話 す 力 」 の育 成 をね らって 実 践 した 。

③ 「学 校 か ら家 まで の道 順 」(第4学 年)… …転 入 生 に 自分 の 家 の 方 向 や か か る時 間,目

印や 行 き方 を教 え る設 定 で 実践 し,「 見通 しを も って 筋 道 を 立 て て 説 明 す る力 」 を 育 て

る こ とを ね らい と した 。

3.学 習指導 の実 際

(1)単 元名 「この人だあれ一 特 ち ょうを と らえて分 か りやす く話 そ う」(第3学 年)

(2)単 元 の 目標

○ 互 いによ り深 く理解 し合 うたあ に 「この人だあれ クイズ」に進 んで参加 しよ うとす る。

○ 友達 の特徴を正確 に聞 き取 る ことがで きる。

○ 友達の特徴 にっ いて簡単 なメモをと り,区 切 りを考えて話す ことがで きる。

(3)研 究主題 との関連

3年 生 にな ると,児 童 は人 とのっ なが りを強 く意識 し始 めるようにな る。人間関係に も広 が

りや深 まりを見せ,特 に自我意識 の芽生え か ら友達の特徴や様子,考 えて いることな どに強い

関心を寄せ る。 この よ うな時期 に,友 達の持 って いるよさや特徴を と らえ 「この人だあれ クイ

ズ」 に して 出題す る とい う単 元を設定 した。 クイズ とい う方法を取 り入れ る ことによ り,3年

生 にな ったばか りの児童が人 間関係 を深 めなが ら,楽 しく意欲 を もって話 した り聞 いた りす る

活動がで きるよ うにな るので はないか と考 えた。

本単元で は,単 元 の構成 を,(友 達 の情報 を)聞 きたい 一 聞 き取 る(ク イズに答 える)

一 話 した い(出 題す る)一 適切 に話 す(出 題 した り解 答 した りする)と い う過程が踏 める

よ うに工夫 した。児童 が話す 意欲を高めなが ら,大 事 な ことを落 とさず に聞 き取 った り,必 要

な ことを聞 き返 した りす る力 を身に付 け るとともに,ク イズの出題 のために必要 な言葉 を選 び

区切 りを考えて話す力 を体得 す ることが大切 であ ると考 えたか らである。
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(4)指 導 の 概 要(4時 間 扱 い)

時 学 習 活 動 支 援

1.新 しい友 達 同士 で,も っ とよ く知 り合 ○ 個に応 じた自己紹介の観点を示す。

第 うため に 「この人 だあれ」 クイズをす る (例)好 きな食べ物 ・将来や ってみ

1 こ とを 知 る。 た い こ と ・自分 の 宝 物 ・得

時 2.自 分 の こ とを 「これ が 本 当 の 私 で すj 意 な こ と ・趣 味 な ど

カ ー ド に 書 く 。

3.い くっ か の 観 点 を選 び,自 分 の 知 って ○ 自己紹 介の仕方 を押 さえ ること。

第 ほ しい こ とを,み ん な の前 で話 す。 ・個 に応 じて話 型 を示 す 。

2 4.必 要 に応 じて メ モ を と った り,も っ と ・適切 な声の大 きさと明瞭 さを押 さえ る
。

時 知 りた いこ とや分 か りに くい ことを聞 き ・観 点 ご とに 区切 って話 す よ うに す る。

返 した りす る。 ○ 大事 な言葉を メモす るよ う助言す る。

第 5.ク イ ズの や り方 を知 り,友 達 の特 徴 を ○ メモを もとに クイズの作 り方 を示 す。

3 と らえ 「この人 だあれ」 クイズの出題 を ○ 一 っ一 っ の特 徴 を,区 切 りなが らは

時 す る 。 っ き り出 題 で き る よ うに 助 言 す る。

6.「 この 人 だ あ れ 」 ク イズ 大 会 を す る。 ○ 自己評価の観点を示す。
第

4
7.自 分 の 聞 く ・話 す 活 動 を 振 り返 り,が

ん ば りカ ー ドに 書 く。

・クイ ズ を よ く聞 くこ とが で きた か。

・メモ を と り ,ク イ ズ を うま く作 れ た か 。
時

・作 った クイ ズ を分 か りや す く話 せ た か 。

IV研 究 の成果 と今後 の課題

く成 果 〉

○ 聞 くこと ・話 す ことと思考力 との関連を考えなが ら指 導を行 った結果,学 習場面 ごとに,

どの よ うな思考力が 働 くか,ど のよ うな思考力を育てなければ な らないか とい うことが明 ら

か になって きた。

○ 相手 や 目的に応 じた学習場面の設定,単 元構成や学習活動の工夫を した ことは,児 童の話

す ことへの抵抗 を取 り除 き,児 童が興味 ・関心を もって学習 に取 り組め るよ うにな った。

○ 相手 に分か りやす く自分の考えを伝え るたあの技能 や発達段階 に応 じた思考力を育てた こ

とにより,話 し方 の基本を押 さえて個性豊かに表現で きるようにな った。

○ 年間指導計画 に音 声言語 にかかわ る指導を位置付 け,見 通 しを もって指導す る ことがで き

るよ うにな った。

〈課 題 〉

○ 音声言語教材 を活 用す ることにより,ど の よ うな思考力 を育て る ことがで きるか更 に明 ら

か にす る。

○ 教材 の開発 を更に進め る。特 に,聞 くことに重点 を置 いた教材,独 話 に重点 を置いた教材

対話 か ら更に多人数への話 し合 いに広が る教材 など,そ れ ぞれ の場 面に適 した教 材の充実を

図 る。

○ 児童 の言語環境 の整備を一層進め る。特 に,言 語環境 の中心 と しての教 師の話 し言葉 その

もの に磨 きをか け,望 ま しい語 りか けにっ いて工夫す る。
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医 中学範 分科釧 相手や肋 を餓 して表現する翫 学習 1

1研 究主題設 定の理 由

主体 的な コ ミュニ ケー ションの担 い手 として 「よい話 し手 」 「よい聞 き手 」を育て るための

指導法 の開発 が強 く求 め られて い る。教科書 の音声単元 は もちろん,対 話 や話 し合 い活動 な ど

を取 り立 てて指導す るよ うな直接 的な取 り組 み もなされ てい る。

しか しなが ら,児 童の 中には,発 音が弱 々 しく不 明瞭 であ る,単 語 の羅列 で会話 を済 ませて

しま う,乱 暴な言葉遣 いをす る,平 板 な発音 で鼻濁音が うま く発音 で きない,と い った実態 も

見 られ る。 自分の思 いや考え を適切 に伝 えるためには,ま ず相手 に分 か るよ うには っきりと話

す態度や技能を身 に付 け ることが大切 であ る。 したが って,こ れか らは児童の話 し言葉の現状

に も着 目 し,適 切 に話す ことの基礎 とな る発音 ・発声 や言葉遣 いに関す る指導 を一 層重視 す る

必要があ ると考 え る。

そ こで,本 分科会 では,児 童が音声表現 の中で最 も好 む 「音読」を取 り上げ,児 童が教材の

中の言葉を生 き生 きと音読 しなが ら自己を適切に表現 す る力を身 に付け る指導法 について追求

す る ことに した。

H研 究 のね らい

音読技能 の高 ま りは話す意欲や活動 と大 きな相関を持 ち,読 み手 と しての 自己を高 めること

が 「よい話 し手 」 と しての素地を培 うことに強 く結び付 くもの と考え る。っ まり,児 童 は教材

の 中の精選 され た言葉 に深 くかかわ る ことによって,語 いを豊富 に し,言 語感覚を磨 き,適 切

な言葉で表現で きるよ うにな ると思われ る。 この よ うな仮説 に立 って,低 ・中学年期の音読指

導 を次の観 点か ら工夫す る。

O低 学 年段階か ら,相 手や 目的を意識 した表現読み として の音読 を積極的 に取 り入れ る。

○ 音読 の交流を 中心 に教材 を読 み深 める とともに,読 み取 った こと,感 じた ことなどを自

分の言葉で表現 し合 う場 を設 定す る。

皿 研究の内容

1.基 礎研究 ……音読 ・朗読 の系統表の作成

学習指導要領の音読 ・朗読 に関す る指導事 項を分析す るとと もに先行研究 も参考 に しなが ら

「相手や 目的 を意識 して読む」 とい う観点か ら各学年の重点を整理 した。(次 頁)

2.調 査研究

(1)音 読技能 の実態調査(分 科会構成の1～4学 年の5学 級で実施)

児童一人一人 の音 読を録音 しなが ら,上 記系統表 にある観点か ら診断 的評価 を行 い,音 読

技能 と話す意欲 との相関性を探 った。

(2)国 語科 の学 習 にお ける意識調査(上 記(1)の学級で実施)

低学年で は話 す ことに意欲を示 し表現活動 も活発 に行 って いるが,4年 生 になる と苦手意

識 を もっ児童 が多 い。音声言語表現 の中で は音読 は極 めて抵抗 が少 な く,黙 読 よ りも好 まれ

て いる。音読 では聞 き手の存在が重要で,表 現意欲 と深 く結 び付 いて いる ことが分 か った。
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相手や 目的 を意識 して表現す る音読 ・朗読の系統表

観 声 を 出 し て 読 む
1語 や文 と して読む

気持ちを こめて読む 表現する態度

点 発音発声 音 量 速 さ 句 読 点 語 句,文 地の文と会話文 想像 と読み (学習指導要領)

・幼児音を使 ・み ん な に ・相手 に分 ・点
,ま る

・こ とが ら と文 字 ● 「 」 に 注 意 ・人物の気持 ち ・すすんで表現す

一
わないで,は 聞 こえ るよ か る よ う に, に注意 して とを一致 させて読 して読む。 や場面の様子を る 。

っきりした発 うな声の大 ゆ っ くり読 読 む 。 む 。 思 い浮かべなが

音 で読 む。 き さで 読 む 。 む 。
・言 葉 の リズ ム に

ら,楽 しんで読

年
・姿勢 に気を ・微音 読の 気をつけて読む。 む 。

つ けて発声す 練習 も行 う。

る 。

・口を よ く開 ・聞 き手 に ・ゆ っ く り ・正 し く区 ・語句の意味 を考 ・地 の文 と会話 ・人物 の気持 ち ・正 し く表 現 す る。

二
いて,は っ き よ く分か る とつかえず 切 り,あ い え,語 と して読 む 。 文 を区別 して読 や場面の様子を

りした発音で よ う に,適 に,話 す よ だをおいて ・響 きのよい言葉 む。 叙述 に即 して想

読 む 。 ・長 音 当な声 の大 うに 読 む 。 読 む 。 に気 をつけて読 む。 像 し,登 場人物

年
拗 音,促 音, き さで よ む。 に な っ た つ も り

掻音 を正 しく で読 む。

発音す る。

・な ま りや く ・み ん な に ・つ か え ず ・読 点 まで ・文の意味 を考え ・地 の文 と会話 ・人物 の性格や ・分か りやす く表

三
せ の な い,は 分か るよう に,よ く分 つづけて読 語句 として読 む。 文を,聞 き手 に 場面の情景を叙 現 す る。

っき りした発 に場 にあ っ か るよ うに み,句 点で ・相手を意識 して 分かるよ うに工 述 に即 して想像

音で読 む。 た声 の大 き 読 む 。 はあいだを 読 む 。 夫 して読む。 し,気 持 ちを こ

年
さ で読 む。 おいて読む。 めて読 む。

・な ま りや く ・目的 に応 ・目 的 に 応 ・内容に合 ・文の内容 を考え ・地 の文と会 話 ・人物 の気持 ち ・中心点が分か る

四
せ のない正 し じて,適 切 じて,適 切 わせて,句 て,語 や文 と して 文を文の内容を の変化や場面の よ うに表現す る。

い発音で読む。 な大 きさで な速 さで読 点や読点を 読 む 。 考えて,気 持 ち 移 り変 わ りを叙 ・内容 を整理 しな

読 む 。 む。 生か して読 ・相 手や目的を意
を こめて読 む。 述 に即 して想像 が ら表現す る。

年 層

む 。 識 して読む。 し,読 み方 を工

夫 して読 む。

・語 句を文 の意味 ・地 の文と会話 ・人物 の気持 ち ・相手や場面 の状

五
の中で生か して読 文を,文 の 内容 や場面の情景を 況を考えて表現す

む 。 を考えて気持ち 叙述 した描写の る 。

・正 しい発 音 ・目的 や 内 ・目的 や 内 ・内容 に合 ・言葉の抑揚,強 や情景が よ く分 もつ内容や表現 ・主題や要 旨の は

年
で読む。 容 に応 じて 容 に応 じて わせ て,句 弱に気 をつ けて, か るように読む。の よさを感 じと っき りした表現 を

適切な大き 適切な速さ 点や読点を 語調 を考え なが ら り,味 わ い なが す る。

さの音量で で読 む 。 適切に生か 読 む。 ら読 む 。

読 む 。 して 読 む 。 ・イ ン トネ ー シ ョ ・聞 き手 に もよ ・優れ た描写 や ・適切で効 果的 な

六
・意 味の上 ン(文 末,句 末) く内容が味 わえ 叙述を支える語 表現 を しよ うとす

での間を工 に気 をつけて読む。 るように朗読す 句 や文,文 章 の る 。

夫 して読む。 ・文 全体 の 強 弱 , る 。 組 み立 てに目を ・目的や意図 に応

年
高低 に気 をつけて むけて,味 わ い じた表現 をす る。

読 む。 なが ら読 む。
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3.音 読技能 を高 める実践

(1)音 読 の基礎練 習

口の体操,言 葉遊び,フ ラ ッシュカー ド,詩 の暗唱,相 互批正 など,様 々な活動 を取 り

入 れなが ら,基 礎 ・基本 と しての発音発声の練習を根 気よ く繰 り返 す。

(2)自 己評価,相 互評価ので きる音読 カー ドの作成 と活用

音 読の系統 表 に基づ いて,児 童が個 々にめ あてを立て,聞 き手を意 識 しなが ら音読 がで

きるようにす るとと もに,励 み とな り意欲を 向上 させ る友達 との聞 き合いをす る。

(3)音 読の根拠を明確 に し,自 己の表現 を一層確か にす るた めの音読 ノー トの活用

教材文の行間 に書 き込 みがで きるノー トを作 り,読 解の過程で 自分の思 いや考えを 自由

に書 き込む ことで,気 持 ちを込 めて音読す る根拠 を明確 にす る。

(4)相 手意識,目 的意識 を もっための場 面の設定

① 単元構成 の工 夫

ア.段 落 ごとに読 み進め る学 習において,例 えば,中 心場面で は2時 間扱 い とし,前 時を

読解,後 時を音 読表現を主 にす るな ど,幅 を持 たせた弾 力的な単元構成 を計画す る。

イ.単 元 の最 後に,音 読発表会を した り,役 割読みの録音 お話テープを作 った り,紙 芝居

を作 った りす るな どの終末の活動 に対す るイ メー ジを明確 に して学習 を展 開す る。

② 一単位時間の工夫

ア.毎 時の 目標を,児 童の読みの 目的 になるように焦点化す る。

イ.適 切 に自己を表現す るための場面 の設定 として,目 的を達成す るたあの表現活動や相

手を意識 させ る表現 の形態 な どを指導案 に明記 し,支 援や評価を工夫 して授業を進め る。

ウ.録 音 テープで,初 めの読 み と学習後の読 みの変容 を客観 的に比較 させ,意 識付 ける。

エ。授業 を相互指 名で進め,相 互 評価す る場 を多 く設定 して,友 達 との表現 の違 いに気付

いた り,よ りよい表現を 目指 して話 し合 った りす る場 面を多 く取 り入れ る。

IV実 践事例

単元 名 気持 ちを考え なが ら 「お手紙」(2年 生)

本 時の指導(15時 間扱 い 本時8/15*前 時 は第三場面の読解を中心 と した授業)

目 標 手紙が来 るのを待っ かえる くん と,あ き らめて いるが ま くんの気持 ちの強 ま り

が伝わ るよ うに工夫 して音読 す る。

展 開 ◇支援 ◎評価

表 現(学 習)活 動 表現す る内容 ・方法 表現する形態 支援 と評価 の観点

1.発音発声練習をす る。 ◇正 しい発音,発 声がで きるよ うに,姿

勢,口 形につ いて助言す る。

◇音量,速 さに注意す るように助言す る。

2音 読を工夫す る。

○本時のめ あてを確か める。 ・本時の学 習を知 り,あ あてを

確かあ る。

1か え る くん とが ま くんの気持 ちの強ま りカ・伝わ るよ うに講 茄 工夫 しよ う■
1ト
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ω前時の読み取 りを もとに,学 ・手 紙が来 るのを待つかえる く
◇繰 り返 し叙述 され る 「か たつむ り くん

習場面(第 三場面)を 音読す る。ん と,あ きらめているが ま くん 一人読み は,ま だ,や って き ませ ん 。 」 を 思 い起

の様子 を思 い起 こす。 こ させ,各 自 ゆ っ く り,は っ き り読 む よ

うに助言す る。

(2)かえる くん とが まくんの気持 ・自分の言葉で,ど の ように読 音 読 ノ ー ト ◇机間指導を して,書 き込みがで きない

ちを考え,読 み方の工夫を音読 ん で み た いか を ノ ー トに書 く。 児童に対 して助言す る。

ノ ー トに書 き込 む 。

(3)ど の よ うに読 む と,気 持 ち の ・自分の思 いを 自分の言葉で発 話す ◇物 語文の叙述 を手がか りに考えるよ う

強 ま りが相手 に伝 わるかを話 し 表 す る。 相互指名 に助言する。

合 う。 ・自分の意見 と比べなが ら
,友

達の意見を聞 き,読 みを考える。

(4)友達 の意見 を自分 の読 み方 に 一 人読 み
◎友達の意 見を聞 き,自 分 の読 みについ

生か して音読練習す る。
,

て考 えを深 めて いるか。

㈲小 グループ(三 人組)に な っ 相互評価を生

てお互 いの読みを確か あ合 う。 か した読 み

3.工夫 した音読を発表す る。

㈲音読発表の形態を三人で話し ・ 「一 人 読 み 」 「役 割 読 み 」
話 し合 い ◇机間指導 を して,個 々の読み に応 じた

合 う。 「グ ル ー プ読 み」 な ど,自 分 た 表現形態の選択方法を助言す る。

ちに合 った表現形 態を考 える。

(7)音読発表をす る。 ・い くつかのグループが音読発 グループ読 み ◎聞 き手を意識 して,気 持 ちを込めた音

表をする。 役割読み 読がで きたか。

一人読 み

4.相 互 に 評 価 し合 う。

(8)友達 の い い と こ ろ,自 分 の い ・本時 の学習 について自己評価 ワ ー ク シ ー ト ◇書 けな いでい る児童に助言す る。

い と ころ を ワ ー ク シ ー トに書 く。 し,友 達 のよい面 を確認す る。 ◎友達の いいところ,自 分の いいところ

を 自分の言葉で書 くことがで きたか。

(9)友達 の い い と ころ,自 分 の い ・本時 の学習 につ いて相互評価 話す

い ところを発表す る。 し,ふ り返 る。 相互指名

*α 〕～(9)は本時の表現活動

○次時の学習内容を知 る。 ・次時の予告を聞 く
。

V研 究の成果 と今後 の課題

1.成 果

(1)音 読 に慣 れ親 しみ,言 葉 を声 に出す ことの楽 しさを味 わい,授 業 や生活が活 気づ いた。

(2)音 読,朗 読の系統表の作成 や音読 カー ドを使 った学習 によ って,児 童は聞 き手 を意識 し,

系統表 に示 された観点を個 々のめあて として,学 習が進 め られるよ うにな った。

(3)発 表 の場 面を多 く設定 し,音 読 ノー トを活用 しなが ら相互指 名によ る読解 の授 業を展 開

す る中か ら,友 達の意見を聞 く楽 しさ,自 分の意見 を理解 して もらう楽 しさを知 り,発 言

す ることに抵 抗を持 って いた児童 も,よ りよい表現を 目指 すよ うにな った。

2.今 後 の課題

(1)実 態調査 の対象を広げ,多 くの児童の実態 に即 した研究 の見 直 しが必要で ある。

(2)音 読 ・朗読 の系統表を,相 手意識,目 的意識を よ り強調 した内容 に改 めて い く。

(3)実 生活の 中で,場 面 に応 じた効果的な話 し方がで きる児童 を目指 し,今 後 は,「 自己を

表現す る力 」を個 々の 自信 に結び付け る支援の在 り方を探 る。
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自分の考え を確か にす るための話 し合 い活動

説明的文章を手がか りに して

1研 究主題設定 の理 由

話す ことの技能 は思 考力 とかかわ って いる。特に高学年で は,目 的 にそ った適 切な話 し方 が

で きるとと もに,自 分 の考えを論理的 にまとめて話す力を身 に付け ることが求 め られてい る。

こうした資質 や能力 を育 成す るため には,話 す こと ・聞 くことを関連的に とらえ,児 童が相互

に考えを深 あ合 う場 と しての話 し合い活動を活発に展開す ることが大切である。

そ こで,本 分科会で は,読 んだ ことを話す ことにっなげ るとい う観点 か ら説 明的文章の読 み

の過程 に話 し合 い活動 を位置付 け,児 童がその文章 を手 がか りとして明確 な論拠 に基づ いて話

し合いがで きるよ うに した。 さらに話 し合 い活動 を設定す るに当た って は,収 束 的な話 し合 い

と拡 散的な話 し合 いの二 っを学習過程 に取 り入れ る ことが有効で ある と考え た。前者 は読みを

確 かにす るたあの叙述を根拠 と した話 し合 いで あ り,後 者 は確か な読みを 目指す なかで考えを

再 構築 した り広げ た りす る話 し合 いで ある。 こうした学習 を通 して,児 童 は論理的 に自分の考

えを深 め,適 切 に自己を表現す る ことがで きるよ うになる もの と考え た。

ll研 究 のね らい

(1)話 し合い におけ る思考の三要素 を 「比較 ・修正 ・整理」 とと らえ,そ れ らを含んだ話 し

合 い活動 の展 開を工夫す る。

(2)話 し合 い活 動に説明的文章を取 り入れ る際の選択の観点を示す とと もに,教 材 と して活

用 した ことの効果を検証す る。

HI研 究 の内容

1。 意識調査 による診 断的評価(5・6年 生児童286名 対象9月 実施)

意 識 調 査 に よ る診 断 的 評 価(単 位名%)
e50100

①自分の考えと比へながら話を聞いていまつか

(比較}
■ 5年

し年

851
68

②相手の話の内容を受けて話していまつか。

(比較}
1 5歪1

6年

68

6】

1 5年 48

6年 47

④話し合いをしている時、磧極的に発講を

していますか.一

圏 5`1

6年

44

28

話 し合 いにっ いて の意識調査では,「 積極的に発言 してい ますか」 とい う問 いに対 して は,

5年 生で は44%,6年 生で は28%が 「はい」 と答え,学 年が上 が るにっれて発言が減 る傾 向に

あ ると言え る。 また 自己評価 も学年 が上が るほど厳 しくな ってい るとい うことが,① ～④ の結

果か ら読み取れ る。特 に 「自分の意見 と友達 の意 見を比較 しなが ら聞いてい るか」 とい うこと

にっいて は,5年 生 と6年 生 とでは20%近 くの開 きがあ る。 しか し厳 しく自己を見つめてい る

6年 生で も約7割 の児童 が,自 分 の意見 と比較 しなが ら聞いてい ると意識 してい る。 それ に比

べ,③ の結果の よ うに,「 比較 ・修 正 ・整理 」の三 要素が入 ると話す ことの難 しさを意識 す る

児童が多 くな り,話 し合 いをす る中で考えをま とめて話 す ことの難 しさを約 半数の児童が実感

してい ることが分か る。 このよ うな点か ら,上 記 の三要素を含んだ話 し合いがで きるよ うな児

童 を育成す ることが重要 であ り,指 導法 を工夫 してい く必 要があ ると考え る。
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2.「 話 し合 い活 動 」 を意 識 さ せ る手 立 て

「話し合い活動」の図

謡し合い活動

i自 分の考えを持つ1

「「 「

↓→殉
考えを広める 取捨選 択 ・整理

＼論/
↓

考えを確かにする

話 し合 い活動において児童が考えを深め確か

な ものにすーるため には,話 し合 うことに よって

自分の中で どの よ うな思考が なされ,そ の結果

どうな るのか ということを,児 童 自身に もはっ

きり意 識 させてお くことが大切であ る。そ こで

話 し合 いにおけ る思考の働かせ方を図 に表 し教

室 に掲示す る ことで常に児童が意識で きるよう

に工夫 した。 この図 は,「 聞 く ・話す」活動が

繰 り返 され ることによって 自分の考えが より一

層確 かにな るとい うことを示 してい る。

個人の学 習 によって得 られ た考え は,話 し合

い活 動において,他 の考え と比べ られ る。 さ ら

に,「 広め る」 「深 める」 「取捨選択 ・整理」

という思考操作 を繰 り返す 中で様 々な思考が働

き考えが確か にな って い くもの と思われ る。

3.教 材選択 の観 点の設定

話 し合 い活動 に適 した説明的文章 を次の観点か ら分析 し,そ れぞれの文章 の特徴 を生 か しな

が ら教材化 を図 った。

・ 文章構 成

説 明的文章が持 っ次の よ うな構成 の特色 を生 か し教材 を開発 す る必要があ る。

①

②

③

④

⑤

時間 ・空 間の順序 によ る構成

根拠 と意見 ・感想 による構成

詳細な叙述 による構成(全 体か ら部分への構成)

比較 による構成

疑問 と解決 によ る構成

① の構成 は,児 童の思考の中で筋

道 が無理な く追え る。③の構成 は話

し合い活動の場面で,よ り身近 な話

題 と結 び付 けるな どの工夫が必要 と

な る。 また,② ④⑤が複雑 に組 み合

わ されて構成 されて いる文章 は読解

の時問 を十分 に確保 す る必要が あ る。

・ 文章の内容

文章が持つ 内容的価値 を,児 童の生活経験や他教科等 との関連 とい う観点 か ら選択す る。 そ

の文章を基 に学習す る ことで話 し合 い活動が活性化 し,各 自の考 えが広が り深ま るよ うにす る。

・ 文章量

話 し合 い活動 の時 間を多 く確保す るために,文 章量 は多す ぎない ことを原 則 とす る。

(100行 程度 を 目安 と した。)

一18一



【教材 分析例】

文 章 構 成

①
「

② ③ ④ ⑤
内 容 的 価 値 文章量 活 動 例

覚 え ることと忘 記憶 につ いて科学的に説明 よりよい記

れ る こと ○ ○ す ることで,日 常生活 を見 92行 憶術につい

(5年 光村) 直 す ことが で き る。 て 考 え る 。、

ことば と文化 言語や習慣を比較す るこ と 言葉や習慣

○ ○ で,身 近 な言葉を と らえ直 107行 について考

(6年 東書) す こ とが で き る。 え る 。

生命 を見っめて 児童の生活 と密接 な題材で 新 しい視点

一 手塚 治虫 ○ ○ あ り漫画 に対 す る新 しい視 121行 に立 った作

(6年 学 図) 点 を もっ こ とが で き る。 品研 究 。

生 きて い る土 土 について見っめ直す こと 身近な環境

○ ○ で広 く環境問題 について考 99行 を どう守 る

(6年 教 出)

i
え る こ とが で き る。 か考 え る。

IV実 践事例

1

9
白

0
σ

単元名 「手塚 治虫研究発表会 を しよ う」

教材名 「生命 を見っめて 手塚治虫」

研究主題 との関連

自分の考え を確 かにす るためには,話 し合 いによって 自分だ けで は気付か なか った面 に

気付 いた り,対 立 す る意見 に触れて考 え直 した り して,考 え を広 め ・深 める ことが大切で

ある。話 し合 い活動は,音 声言語 として 自分の考 えを表現す るに とどま らない。表現 した

ことに対 して の反応を基 に再度自分の考 えを構築 し,初 あに表現 した もの か ら更 に広 ま っ

た り深 ま った り した考え を表現 してい く作業で あ る。 そ こで,本 単元で は 自分の研究課題

をっかむための話 し合 い と,ま とめ るための話 し合 いを設定 し,互 いに話 し合 う中で比較

・修正 ・整理 を繰 り返 し自分の考えが確 かになるよ うに工夫 した
。

4。 学 習計画の概要(全8時 間)

時 学習活動 と話 し合 いの活動 教 師 の 支 援

1
手 塚 治 虫 研 究 へ の 意 欲 を持 っ。

〈 フ リー トー キ ン グ 〉

話 し合 いのためのメモを用意 す る。

9臼

・

りδ

教材文 を読み,学 習計画 を立てる。

各 自読 み進 め る。

ワー ク シー トを 用 意 す る。

研 究 課 題 に発 展 メモ欄 を 設 け る。
i
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1

各 自が読 み取 った ことを基 に,内 容を 話 し合いが焦点化す るよ う言葉か けをす る。

4 正確 にっかむための話 し合 いをす る。 考えを修正す る時間を確保す る。

● 手塚治 虫の生涯 や業績 ・漫画 に対す る 比較 しなが ら話 し合 うよ う言葉かけをす る。

5 思 いについて話 し合い研究主題をっか 考えを整理す る時間を確保す る。

む 。 〈 グ ル ー プ ・全 体 で の 話 し合 い 〉

6 研究課題 に沿 って学 習を進め る。 研究の仕方 につ いての例を示す。

調 べ た こ とを基 に,課 題 別 グル ープ で 話 し合 って分か った こと,修 正 し泥考えな ど

7
話 し合 い,自 分 の考 えを確かにす る。

〈課題別 グループ話 し合い 〉

にっいて取捨選択 を しなが ら,自 分の考えを

確 か に し研 究課 題 を ま とめ る よ うに指 示 す

る 。

8 「手塚治虫研究発表 会」をす る。 多様な研究の方法を認め励 ます。

5。 考察

① 話 し合 いの前 に 自分 の考えを まとめ る時間を確保す ることによ って,話 し合 いに対す る

姿勢が積極 的にな り,自 分の考えを発表す ることがで きた。

② メモを取 る ことによ って,自 分の考え と友達 の考えを比 べなが ら聞 く姿勢 が持て るよ う

にな り,さ らに 自分 の考えを修正 ・整理す ることもで きるよ うにな った。

V研 究の成果 と今後 の課 題

本分科会で は,説 明的文 章を表現力育成のための有効 な教材 とと らえ,「 適切 に自己表現で

きる話 し合 い活動 の指導 」の研究を進 めて きた。 その成果 と今後 の課題 は以 下の通 りであ る。

〈成 果 〉

① 「話す こ と ・話 し合 うことに関す る意識調査 」によ る診断的評価を基 に 「比較 ・修正 ・

整理」の三要 素を児童に意識 させた話 し合い活動 の指導を工夫す ることがで きた。話題の

選定 ・目当ての設定 ・形態の変化によ って児童が学 習に必然性 を感 じ意欲的に取 り組 んだ。

② 「話 し合 い活動 」を図示 した ことで,児 童が思 考を働かせ る場 と しての意味を理解 し,

目当てを もって話 し合 いに参 加す る態度 も見 られ るよ うにな った。

③ 表現 力育成の ための教材 と して説 明的文章 を分析 した結 果,教 材選択 の観点が はっきり

し話 し合 い活動 に有効 に活 用で きることが明 らかにな った。

④ 三要素を含んだ話 し合い活動 を繰 り返 す ことによ って児童の考えが確か にな りその考え

を基 に活動で きるよ うにな った。 このよ うに行動決 定で きるよ うにな る話 し合 い活動が 自

分の考えを確か にす るための話 し合 い活動 であ ると言え る。 ・

〈今後の課題 〉

① 説明的文章 を表現力 育成 のための有効な教材 と して意図的 ・効果的 に活用す るたあ に,

年間指導計画 を見 なおす こと。

② 話 し合 い活動の学年 に応 じた指導 内容について,系 統性 を明 らか にす る こと。

③ 話 し合 い活動 において児童が 自分 の考えを確 かにす るたあの支援の在 り方を更 に工夫す

ること。
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高 学 年II分 科 会 自分の考えを広げ,深 め ることので きる話 し合い活動

1研 究主題設定 の理 由

高学 年 になると学習 をは じめ学校生活 全般の話 し合 いにおいて,相 手や 目的に応 じて的確

に話 した り,相 手の話 を正確 に聞 き取 った りす る力が必要 にな る。 このよ うな話 し合 い活動

を通 して,自 分の考え を広 げた り深 めた りしなが ら,課 題 を解決 す ることが求 め られ る。

しか し児童の実態 と して,「 表現 しよ うと思 って も,何 をどのよ うに話 した らよいか分か

らない」 といった悩み や,「 自分の生活 や意見 と比 べなが ら聞 くこと」等に っいての意識の

不足 が見 られ る。話 し合 いの意図や利点が十分生 かされて いない ことが分か る。 また教師側

の問題 と して,「 相手の話を どの ように受 けて考え,い か に発言 にっ なげて い くか 」という,

話 し合 うことその もの に対す る指導が十分 に行われて いる とは言 えない。

こう した ことか ら,児 童 には学習 に対す る興味 ・関心を もたせ,話 し合 う相手や 目的 に応

じて表現 す ることの必要感を もたせ る こと,話 し合 いを通 して論理的 に考え る ことの大切 さ

に気付 かせ,自 分を高 めて い く充実感を もたせ るこ となどが課題で ある。 また教師 と して は,

話 し合 うための手立てや形態を工夫す るとと もに,学 年の発達段階 に応 じた指導のね らいを

明確 に し,系 統的 に指導す る ことが必要で ある。

以上 の ような話 し合 い活動を,学 習過程 に意図 的 ・計画的 に取 り入れ ることによ り,自 分

の考 えを広 げ,深 め ることので きる能力や態度を育てた いと考え,本 研究主題を設定 した。

1研 究 のね らい

「話 し合い活動 にお ける適切 に自己を表現す る力 」を次の視点か ら育成す る。

・話 し合 う必 然性 を もたせた話題を設定 し,児 童が意欲的 に表現活動を行え るよ うにす る。

・内言活動(自 己内対話)を 構造的 に示 し,意 識化 させ ることで,論 理的思考力を高あ る。

皿 研究 の内容

1.相 手 や 目的に応 じて適切 に表現す ることにつ いて

話 し合い活動 にお いて 「適切 に表現す る」とは,相 手や 目的 に応 じて伝え たい内容を相手

が分か りやす く,納 得す るよ うに話す ことで ある。 ここで い う 「相手 に応 じて 」 とは,

・相手 の知識や経験を考 え,自 分 との共通点や違 いを意識 しなが ら話す こと。

・伝えた い内容が相手 に理解 されて い るかを判 断 しなが ら話 す こと
。

であ る。一方 「目的 に応 じて 」 とは,

・伝達 ・説明 ・報告 ・紹介 の目的をは っきりさせ て話 す こと
。

・課題 に応 じて 内容 を選択 し
,言 葉 の使 い方 や構成の 仕方を工 夫 しなが ら話 す こと。

ととらえ る。 また話 し合 い活動で は,そ の場 を構成 す る要素に も大 き く作用 され るので,人

数や集団の特性,雰 囲 気等 に応 じて話 す態度 を身 に付け ることも必要であ る。

さらに,話 し合 い活動 を通 して相 手に 自分の思 いや考えを伝え る際には,自 分な りに表現

し,相 手 との共通理解 を図 って い こうとす る態度 も大切 であ る。一人一人の児童が個性 を発

揮 して,い か に表現 していけばよいかを判断 しなが ら,自 分の考えを広げ,深 めることので

きる話 し合 い活動を 目指 して い きたい。
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2.自 己内対話(自 己を表現す るための 内言活動)に つ いて

(1)自 己内対話 とは

自己内対話 は,自 己を見つ める内言活動であ る。下図の②～④ は,相 手の話を受け止め,

自分 な りに理解 し,次 に発言す るまでの思考の流れを示 した ものであ り,聞 き手が 自分 自身

を見っ あ,自 分 自身 と対話 した り,声 には出さないが相手 に語 りかけた りす る過程であ る。

自己内対話 を繰 り返 す ことで 自分の考えが深 まり,次 の外 言にっなが る。 っま り,よ り深 め

られ た自分 の考 えを外 言化す るための内言活動 とも言え る。

思考の流れ

齢
内言

対
話

㌦⑤

外言

自
己
内
対
話

ー謬
内言

① 相手 か らの情報 を得 よ うと して聞 く。

② 多 くの情報 の中か ら,目 的意識 を もって必

要 な情報 を選 び受け止 ある。

③ 相手 の考 え と自分の考えを比 べる。

④ 新 たな情報 を加 味 した り,よ い考え を聞 い

て 自分の考えを修正 した りして,よ りよい も

のに作 り変 え る。

⑤ 作 り変えた 自分の考 えを相手 に伝 える。

(2)育 てた い思考力 と自己内対話 との関係にっいて

日頃何気 な く行 って い る自己内対 話を児童 に意識 させ ることは,自 分 自身 を見 っめさせ る

ことであ り,思 考の流 れに 目を向け させ ることで あ る。相手の話 を受 けて,ど の よ うに思考

を働かせ 自己内対話 をすれば,自 分 の考えを広 げ深 め ることがで きるか とい うことに気付か

せてい くことが必要で あ る。 具体 的には,4頁 の 系統表 に示 され たよ うな,対 比す る,整 理

す る,類 推す る,因 果 関係 を押 さえる,意 図を とらえ る等 の論理 的な思考の仕方 を身 に付 け

させ,発 言 に至 った ものは どのよ うに思考 したか らか,ま た,相 手の話を受 けて,ど の よ う

に考えて いった らよいか,等 を判断 させ る場 を効果 的に設定 して い く。

(3)自 己内対話を支え る学習活動

話 し合い活動を通 して 自分 の考 えを広 げた り深 あた りす るためには,自 己内対話 を活発 に

行 うこととと もに,話 し合 いをす る以前 に,児 童一人一人が未完成 なが らも自分 な りの考え

を しっか り もって いるこ とが必要 にな る。 そ こで単元の学習過程 に,学 習のね らいを もつ,

自分 な りの考えを もっ,話 し合 いで考 えを広 げ深 める,考 え をま とめるとい う段階を位置付

け,自 分の考 えが広が った り深 ま った りす る ことの充実感を もたせ るよ うにす る。

3.学 習活動 の具 体的な手立て につ いて

〈豊か な 自己内対話 をす るために〉

取材活動 の充実:自 分の考えを作 るための取材活動を重視す る。学習の手 引きを活用 し,

取材 した ことを整理 し,ま とめ る時間を確保す る。

自己内対話 を意識 させ る指導:補 助教材を使 って,自 己内対話 とはどういう活動か,自 己

内対話 はなぜ大切 かを理 解 させ る。そ して,相 手の話を受 けて どの ように自分の考えを広 げ

た り深 あた りした らよいかを考え させ る。
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自己内対 話をす る時間の確保:聞 くことに専念す る時間を確 保す ることによ って,余 裕 を

もって 自己内対話を しなが ら,自 分が発言す るということを念頭 にお きなが ら,じ っくりと

考 え させ る。

〈適切な表現活動を行 うために 〉

教材の工夫 と単元構成の工夫:意 欲 を もって取 り組め るように,児 童に とって身近で興味

があ る話題を選ぶ。話 し合 う目的や見通 しをは っき りさせ,個 々の児童が 自主的に活動 で き

るよ うにす る。

話 し合 う視点の明確化:論 点 や視点 を明確 にす るために,自 分た ちの考えが異な りそ うな

事柄,深 めたい内容 を整理 させ,一 人一 人が話 し合 いの見通 しを もっ手立てを工夫す る。

形態や相手(構 成 メ ンバ ー)の 工 夫:・ 対話(1対1)・ 会話(3人 以上)・ 独話(1対

衆)で の形態 を 目的に応 じて選択 す る。 グループの人 数を少 な くす る と,一 人一人の話す機

会が多 くな り,話 しやす くな る。構成 メンバーは固定 しないで,目 的に応 じて意図的 に入れ

替 えるよ うにす る。

基礎 ・基本 を押 さえた話 し方の指 導:話 し方 の指導 を学習活動の 中に適宜取 り入れて い く。

・学習 の始 めに,め あて と して話 し方のモデルを提 示す る。 ・学習 の途 中で気付 いた ことを

例 と して取 り上 げて話 し方を見直す。 ・学習のま とあ と して反省点 を整理す る とともに学習

した ことを生 か し,よ りよい話 し方がで きるようにす る。

評価 の工 夫:自 己評価,相 互評価,支 援 と結び付いた教師 によ る評価を効果的に取 り入れ,

様 々な角度か ら児童 を見っ め,認 め,励 ま して い くことを心がけ る。

IV実 践事例

1.単 元名30年 後 の子供 たちに,私 たちのメ ッセー ジを送 ろ う

2.単 元の 目標

0経 験 した ことを根拠 に して,話 す ことがで きる。

○取 り上 げ られ た話題 の内容 の経過 や因果 関係 を押 さえなが ら聞 くことがで きる。

○ 自分 の経験や 別の事例を当て はめた り,比 べた り しなが ら話 の内容 を聞 くことがで きる。

3.研 究主題 との関連

〈豊 かな 自己内対話をす るため に 〉

・ 単元の途 中 に,自 己内対話 を意識 させ る基本指導の時間を取 り入れ る。

・ 他の グループの話 し合 いを聞 くことを通 して,よ りよいア ドバ イスをす るため に,自 己

内対話を しなが ら自分 の考 えを作 る時間を設定 した。 いっ会話 に入 り込むかを考えず にす

むので,余 裕 を もって 自己内対話 をす ることがで きる。 また,そ こで考 えた ことを,少 人

数で話 し合 う時 間 も設定 した。

〈適切 な表現活動 を行 うたあに 〉

・30年 後を想像 しなが らメ ッセー ジを作成 し録音 す るとい う,児 童 に とって魅力 ある活

動を取 り上 げる。

・ メ ッセー ジの テーマ別 に,プ ロジェク トチームを作成 す る。話 しやす くす るため,チ ー

ムは4人 で構成 し,チ ームの話 し合いを全体に伝え るための伝言板 コーナーを設 置す る。

・ 話 し合 う中で,話 し方 の問題点 に気付かせ,め あてを もって取 り組 め るよ うにす る。

一23一



4.学 習 の流れ(本 時4/8時)

前 時 ○ 自己内対話 のモデルを示 した資料を用い,自 己内対話 について意識 し,

○ ね らいを もっ 「みん なの意見を取 り入れてよ りよい メ ッセー ジを作ろ う」

○ プ ロジェク トチーム(以 下P)の うち半分は,本 時のオブザ ーバー(以 下0)

になる。Pと0が1組 ずつ組んで今 日の活動を進め る。

本時

POど ん な 内 容 で メ ッセ ー ジを組 み 立

て るか 話 し合 う。

・どん な例 を 入 れ る か。

・どん な解 決 策 が あ る か。 な ど

00チ ー ムの 話 し合 い を黙 って 聞 く。

〈 自 己 内対 話 の 時 間 〉

・取 り入 れ た い こ とは 何 か 。

・も う少 し聞 きた い こ と は何 か。

○ 今 まで に 出 た こ とに つ いて,

○

○

一緒 に 話 し合 い ,

話 し合 った こ とをPチ ー ムの 伝 言 板 に ま とめ る。

話 し合 って よ か った こ と な どを 全 体 で 話 し合 う。

00Pチ ー ムの 話 し合 い を 黙 って 聞 く。

〈 自己 内 対 話 の 時 間 〉

・例 は適 切 か 。 他 の 例 はな いか 。

違 う考 え 方 はな い か 。 な どの 視 点

OPの 話 し合 った こ と につ いて の 感 想 や

意 見 を 出 し合 う。

・こん な こ と も入 れ る とよ い。

・こ うい う考 え方 もあ るよ。

共 通 点,問 題 点 を 見 っ け る。

V研 究の成 果 と今 後の課題

く成 果 〉

○ 学習の 目的や相手意識 をは っきりさせ る とと もに,学 習過程 に,自 分 な りの考えを作 る

時間を位置付 けた こ とは,児 童 の意欲 を高 める ことにっ なが った。

○ 話 し合 う必然性 を もち,友 達 の考えを尋ね た り求 めた りす る点 を明確 にす る ことで,自

分の考え と比べ なが ら聞 く態度 が見 られた。 自分の経験 を引用 した発言 もあ り,自 分 の考

えを広 げ,深 めて い ることが分か る。話 し合いに楽 しさを感 じる児童 も出て きた。

○ 自己内対話 を意識 化 させ る補助教材を作成 した。教材 の内容 は十分 とは言えないが,児

童 に,相 手の話 を受 けた発言や,話 を最後 まで聞 こうとす る姿勢 が見 られた。

〈課 題 〉

○ 話 し合 い活動で 育成すべ き能力を明 らかにす るために,聞 くこと ・話 す ことの具体的 な

評価 の観点 を作成 したが,不 十分 な点が多 く,今 後 の実践 と考察が必要であ る。 また話 し

合 いの態度 ・技能 を身 に付 けるた あに,日 常の学習活動 との関連 も図 りなが ら,基 礎 ・練

習 ・応用の学習活動 につ いて も工夫 す る。

○ 音声言語の瞬時 に消 え るとい う特 質を踏 まえ,今 後 は,話 し合 い途 中の支援 について も

工夫す る必要が ある。
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